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1 25周年とVision2030
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25年の挑戦、そして未来へ
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Vision 2030：長期経営計画

❶売上成長の持続

❷利益率の成長

13.5%*→ 20%超の水準を目指す

❸楽天モバイル・楽天シンフォニーの大幅黒字化

*モバイル事業除き
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Vision 2030 vs 2021

売上収益 1.7兆円 現在の成長率を維持

営業利益マージン 13.5%*1 20.0%超*2

国内EC流通総額 5兆円 10兆円超

モバイル／シンフォニー 投資段階
モバイル：新たな収益の柱＆国内契約数

No.1を目指す
シンフォニー:仮想化ネットワーク業界にお

けるトッププレイヤーを目指す

フィンテック

*1モバイル除く

2021年 2030年

*2全事業含む

カード: マーケットシェア20%
銀行: IPOを目指す

カード: 中期目標「トリプル3」の達成
銀行:長期ビジョンの達成
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モバイル基点で収益基盤は強固に

楽天市場でのGMS

70%UP
*

モバイル
加入

モバイル
事業の成長

楽天への
ロイヤリティ

UP

加入促進 / インフラ整備 収益拡大

* 楽天モバイル加入者の楽天市場における一人当たりの平均月間流通総額 7
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2 Q1/22 決算ハイライト
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2021 Highlights

グローバル流通総額 国内EC流通総額

7.3 兆円 1.3 兆円

楽天カード
ショッピング取扱高

楽天証券
総合口座数

4.1 兆円

連結売上収益 Non-GAAP営業利益

4,371 億円

楽天カード発行枚数

2,600 万

楽天銀行口座数

1,230 万

+21.9% 前年同期比

+26.1% 前年同期比

*2022年4月時点 *2022/3月時点

+15.9% 前年同期比

*2022年3月時点

768 万

2年CAGR

+11.7% 前年同期比

460 億円

+8.5% 前年同期比

（モバイル、物流、投資事業、調整額除く）

Q1/22 主要KPI
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楽天グループの日本における月間アクティブユーザーが増加する中でも、クロスユースが堅調に拡大

楽天グループの成長を支える楽天エコシステム
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日本における月間アクティブユーザー数の推移 2サービス以上利用ユーザー比率の推移 *2

（日本における月間アクティブユーザー数）

前年同期比+11.2%*1

69.6%
70.1%

70.5%
71.1%

71.9%
72.3% 72.3%

72.6%
73.0%

73.5%
73.9%

74.3%
74.7%

74.8%

Q4/18Q1/19Q2/19Q3/19Q4/19Q1/20Q2/20Q3/20Q4/20Q1/21Q2/21Q3/21Q4/21Q1/22

3,600万超

*1 2022年1月末-3月末における平均月間アクティブユーザー数と2021年1月末-3月末における平均月間アクティブユーザー数の比較
*2 過去12か月間における2サービス以上利用者数／過去12か月間における全サービス利用者数(2022年3月末時点)(楽天ポイントが獲得可能なサービスの利用に限る)
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お客様満足度調査*1No.1の楽天ポイント

✓ 発行されたポイン
トの90％以上が
使用されている （スタートボーナスキャンペーン）

、等

クロスユースの促進とロイヤリティ向上

年間発行ポイント数は年々拡大
魅力的な

キャンペーン＆プログラム

革新的なポイントサービス

拡大する
ポイントエコシステム

2019 2020 2021

【年間発行ポイント*2】

“ポイント投資”

“ポイントビットコイン”

、等

*1 2021年10月時点のマイボイスコム調べ（もっと貯まったポイント、もらってうれしいポイント、総合満足度）*2 政府のキャッシュレス・ポイント還元事業による増加分を含む
*3 500万箇所：楽天ペイ、楽天Edy、楽天ポイントカードが利用可能な箇所の合計（2021年6月時点）*4 120万箇所：交通系ICカードの使用できる店舗数の合計（2021年6月時点）

楽天ポイント
オンライン、オフラインの利用可能箇所

500万*3 +120万*4

3,200億

4,700億

5,300億
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3 インターネットサービス
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*1 国内EC流通総額（一部の非課税ビジネスを除き、消費税込み）＝市場、トラベル（宿泊流通）、ブックス、ゴルフ、ファッション、ドリームビジネス、ビューティ、デリバリー、Rakuten24 などの日用品、直販、オートビジネス、ラクマ、
Rebates、楽天西友ネットスーパー、クロスボーダートレーディング、等の流通額の合計
*2 ショッピングEコマース＝楽天市場+ 1st パーティー (ファッション, ブックス, Rakuten24 などの日用品直販, ネットスーパー) + オープンEC (Rebates、楽天ペイオンライン決済) + ラクマ

国内EC ハイライト

Q1/22 のショッピングEC*2も
Q4/21から引き続き堅調に成長

1.3 兆円
10.0%

前年同期比

Q1/22 流通総額*1 Q1/22 売上収益 Q1/22 Non-GAAP営業利益

1,825 億円
11.9% 77.3%

215億円
前年同期比 前年同期比

＋ ＋ ＋
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国内EC 営業利益詳細*1

12.1

21.5
2.7

14.8

Q1/22 
国内EC営業利益

Q1/21
国内EC営業利益

Q1/22 
国内EC営業利益

（物流関連投資/費用除く）

+6.8

-0.1

（単位：十億円）
マーケットプレイスビジネスの成長
・楽天市場
・楽天トラベル
・楽天GORA等

投資段階のビジネス
・Rakuten24 などの日用品直販
・ラクマ
・楽天ブックス
・楽天ファッション
・楽天ビック
・楽天西友ネットスーパー等

・物流関連投資/費用： +34億円
・ポイント計上方法変更に伴う変更*2：+35億円

・楽天市場は引き続き順調に拡大

21年7月～
楽天が運営していた
物流事業をJP楽天ロジ
スティクスに承継

*1 Q4/21より、ブックスネットワーク、クロスボーダートレーディング、Kobo（国内）、楽天マガジンをその他セグメントから国内ECセグメントに移管。これに伴い、遡及修正を実施。
*2グループ全体のポイントの運用管理を楽天市場で行っていたものを、楽天グループへ移管したことにより、遡及修正を実施
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楽天の各ECサービス流通総額は業界を上回る水準で順調に推移

対2020年1月 変化率

VS.

小売業売上高 *1

VS.

スーパーマーケット販売額 *3

VS.

旅行業界取扱高 *2

VS.

百貨店・スーパー衣料品販売額 *4

対2020年1月 変化率 対2020年1月 変化率 対2020年1月 変化率

*1経済産業省「業種別商業販売額及び前年（度、同期、同月）」
*2観光庁「主要旅行業者の旅行取扱状況速報」
*3 一般社団法人全国スーパーマーケット協会「スーパーマーケット販売統計調査資料」
*4 経済産業省「商業動態統計月報-2022年3月分- 統計表」
*5 2022年2月時点

20/1 22/3

20/1 22/3

20/1 22/3

+80.7%

+5.8%

+0.4%

-85.4%*5

+84.6%

+10.4%

20/1 22/3

+39.4%

-19.1%
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「楽天市場」とその他のECサービスにおけるクロスユースは順調に拡大

+14.2%

＋

+23.5%

Q1/22 楽天市場 + 各ECサービスをクロスユースしているユーザー

＋＋

（楽天市場）

＋

+14.7%
前年同期比

+48.6%

（楽天市場）

＋

（楽天市場）

+43.2%

（楽天市場） （楽天市場）

前年同期比 前年同期比 前年同期比 前年同期比
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ラクマ：事業者出品の拡大とサーキュレーション戦略

事業者出品への拡大

リユース
ブランド品 海外輸入

ブランド
アウトレット

S A L E

産地直送
こだわり食品

サーキュレーションwith 楽天市場

お客様

出品

支払購入

売上

楽天市場

+

事業者様と共に二次流通を活性化させながら、一次流通との連携も強化するとともに、楽天市場とのサーキュ

レーション戦略を進めていく
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楽天西友ネットスーパー：新規設立物流センターが更なる成長を牽引

Q1/22 流通総額
（店舗出荷 / 物流センター出荷の合計）

+24.1%
前年同期比

+70.5%
前年同期比

➢ 2018年：千葉県柏市
➢ 2021年：神奈川県横浜市
➢ 2022年：大阪府茨木市
➢ 2023年：千葉県松戸市（計画）

物流センターの拡大

物流センター出荷Q1/22 流通総額

◼ 港北・茨木における物流センターの開設
により、関東圏だけでなく関西圏において
も商圏と供給能力が拡大

a

<茨木物流センター>
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地域戦略による楽天エコシステムの拡大

地方自治体

地方事業者

地方住民

、等

【これまで】 【これから】

地方事業者

地方住民

、等

各地域において楽天サービス導入を進めることで、これまで

楽天エコシステムを拡大

加えて、地域経済内での再循環により

今後、エコシステムをさらに拡大し、楽天ファンを増大
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事業ポートフォリオ委員会による事業の集中と選択の推進によるコスト削減を実現、通常のビジネス活動に戻

ることでその他インターネットサービスの収益性改善に貢献

その他インターネットサービスの収益改善

-7,409

-5,972

-5,227

-643

-1,762

184 247 302

-2,316

Q1/20 Q2/20 Q3/20 Q4/20 Q1/21 Q2/21 Q3/21 Q4/21 Q1/22

➢ 事業管理の徹底によるコスト削減

その他インターネットサービス 営業利益（マイノリティ投資損益除く） 主な要因

➢ スポーツ、海外事業の改善
（Rakuten Rewards及び

Rakuten Viber除く）

+622百万円
前年同期比改善

(百万円)

➢ Q1/22の前年同期比営業利益減少
• ウクライナ情勢によるRakuten 

Viberの収益減
• Rakuten Rewardsのマーケティン
グコスト増加
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4 フィンテック
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2022年 Q1決算ハイライト

フィンテック 顧客基盤の拡大を背景とし、カード・銀行を中心に順調に伸長

2022年度 Q1
売上収益（除く証券）

2022年度 Q1
Non-GAAP営業利益（除く証券）

楽天カード発行枚数*1

2,600万
達成

+5.4%
前年同期比

+4.8%
前年同期比

楽天銀行口座数 楽天証券口座数

1,230万
達成

760万
達成

*1 2022年4月に達成。
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* 2022年3月時点

フィンテック各社のクロスユース例

「楽天カード」×「楽天銀行」×「楽天証券」
ユーザー

+71.2%*

前年同期比

Bank

Securities

フィンテック各サービスのクロスユースは順調に拡大
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楽天カード：「トリプル3」達成に向けて各指標とも順調に推移
アフターコロナでの消費拡大局面に期待大

2008 2022

2022年4月に

2,600万突破

2008 2021

2021年度14.5兆円
2022年も順調に増加 2022年2月

22.4%

2012 2022

2012年3月

4.9%

*1 経済産業省、特定サービス産業動態統計調査、クレジットカード業 を参考に当社にて算出。

1
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22/3末 顧客口座数 22/3末 預金残高

+36.1%
同年前期比

1,230万

楽天銀行：新規口座開設数増加とともに、さらなる成長へ

7.5兆円
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楽天証券：圧倒的シェアNo.1へ
証券総合口座 新規開設数No.1* 1 NISA・ iDeCo 新規口座開設数 No.1

楽天証券

投資初心者から経験者まで選ばれる強み

楽天ポイントプログラム投資情報メディアiSPEEDⓇ

投資信託 販売額No.1*2

6,919億円

楽天証券

D社

C社A社

B社

*1各社ホームページ上での公開情報により、楽天証券にて集計。A社は口座数非開示のため2021年3月末時点の口座数、B社、D社は残あり顧客口座数、C社は総合口座数。
*2各社ホームページ上での公開情報により、楽天証券にて集計。A社は非開示のため2021年7-9月時点の販売額。

A社

C社

B社

D社

768万
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保険事業：楽天の様々なサービスと協業し、エンベデッドファイナンスを展開

超かんたん保険、楽天あんしん
延長保証、マイカー割保険、
ペットミニ保険

旅行保険、お宿の保険

カード付帯保険

火災保険、団体信用保険

端末保証

ゴルファー保険

ドローンによる

高所損害査定
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楽天ペイメント：「楽天ポイント」を軸とするOMO戦略を本格展開

楽天の決済のフルラインアップが

西友全店舗で利用可能に

楽天西友ネットスーパーでの利用

街で

ネットでネットでも店舗でも
ワンストップで使える
「楽天西友アプリ」

2020年12月に導入済 2021年11月に導入済

2022年4月1日〜 2022年4月5日〜 2022年4月26日〜

（アプリ決済）
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フィンテック：総合的なフィンテックエコシステム

マネーブリッジ
(自動入出金サービス)

楽天銀行
預金

投信積立
クレジットカード払い

証券化

楽天銀行
貸付

楽天カード

楽天証券
投資信託
積立額

リボ
キャッシング

預金残高増加

1,230万口座
2,600万
発行枚数

768万口座
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5 モバイル
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モバイル事業のトライアングル戦略

MNO
事業

エコシステム
連携

グローバル
展開

MNO事業

エコシステム連携

グローバル展開
これまでの日本の常識を変え

No.1キャリアへ

モバイルとの連携による
楽天エコシステムの拡大

楽天シンフォニーを通じて
モバイルプラットフォームを世界展開
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Achieved 96.0% Population Coverage for 4G Base Station

屋内戦略

Rakuten Casa
等による屋内カバレッジの拡大

屋外戦略

Rakuten Casaの進捗

• 約400名の専任チームが設置を推進
• 2022年3月時点で、すでに日本全国に

Rakuten  Casa 約8万台*を設置済み

42,769 基地局の
構築を加速し

44,000局超へ
（2022年4月末時点）

4G屋外基地局の開設数

2020年3月 2022年3月

ネットワークカバレッジの拡大

*個人および法人向けの合計
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楽天回線エリアにおけるデータ利用量が増加

60%

70%

80%

90%

100%

20/4月 20/7月 20/10月 21/1月 21/4月 21/7月 21/10月 22/1月 22/4月

2022年4月以降順次
47都道府県の一部地域において
ローミングサービスの切り替え

90%+
(2022年4月25日時点)

楽天回線比率2021年10月以降順次
39都道府県の一部地域において
ローミングサービスの切り替え

楽天回線エリアでのデータ利用比率
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MNO申込数の加速

MNO申込数（千件） MNO申込数の加速

0

50

100

150

200
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300

350

400

21/10月 21/11月 21/12月 22/1月 22/2月 22/3月

楽天ネットワークの拡大に伴い、MNO申込数が増加
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2,000万

2,600万(現在）
楽天カード発行枚数と楽天モバイル（MNO）契約数の比較

15年

0 25ヵ月 73ヵ月 202ヵ月109ヵ月

楽天カードと比較し
顧客獲得スピード

2.9倍
500万

1,000万

9年1ヵ月

500万

2,000万超

楽天モバイル：楽天カードを上回る顧客獲得スピード

楽天カードの獲得時の優位性①コスト競争力②楽天ポイントを含む様々なマーケティング施策を活用可能
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*各月時点において、過去1年以内に楽天グループサービスを利用しているユーザーのうち、当該月時点で楽天モバイル契約しているユーザーの割合

楽天サービスユーザーに占めるモバイル契約者の割合は11.3%まで拡大

楽天エコシステムにおけるモバイル契約者

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0%

20/3月 20/6月 20/9月 20/12月 21/3月 21/6月 21/9月 21/12月 22/3月

*

11.3%

楽天エコシステムにおける
楽天モバイルの浸透率楽天エコシステムユーザーにおける楽天モバイルの浸透率*
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(97,597) (99,686)
(105,237)

(118,653)

(135,046)

Q1/21 Q2/21 Q3/21 Q4/21 Q1/22 Q2/22 Q3/22 Q4/22

モバイルセグメント四半期業績見通し

➢ 契約者獲得加速
競争環境の改善（他社解約手数料撤廃、
キャリアメール持ち運び）、
ネットワーク構築状況の改善が貢献

➢ 課金ユーザー増
2021年4月8日までの1年無料キャンペーン中
に申し込みされたお客様が
順次課金ユーザーに転換

１年無料キャンペーン適用が終了したユーザーからの売上貢献や、パートナー回線エリアの楽天回線切り替え

による費用削減効果により、Q1/22を赤字のピークに、以降業績の回復を見込む。

➢ ローミング費用減
2022年4月以降順次
ローミングサービスを切り替え

Q1/22が赤字のピーク、
Q2/22以降回復を見込む

（単位：百万円） 主な改善要因
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課金対象ユーザーの増加

2021年9月末 2021年12月末 2022年3月末 2022年6月末
（見込）

課金対象ユーザー比率

100%
課金対象

2021年4月8日に終了した1年間無料キャンペーン及び、2022年2月8日に終了した3か月無料キャンペーンに申

し込んだお客様が、順番に課金対象ユーザーに転換。
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2021年3月 2022年3月

楽天モバイルユーザーのデータ利用量

楽天回線エリアにおける課金ユーザーの平均データ利用量は+40.8%増加

+40.8%

平均データ利用量
の前年同月比

* 2020年3月以降の楽天モバイル契約者のうち無料キャンペーン期間が終了した契約者における平均データ利用量（パートナー回線でのデータ利用量を除く）

楽天回線エリアにおける課金ユーザーあたり平均データ利用量の変化*
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新たな料金プラン
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大容量データ時代にベストなワンプラン

楽天グループの特典なども続々!

※無制限は楽天基地局接続時 ※通話料等別
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※条件あり

楽天市場のお買い物が

ポイント最大6倍!
楽天モバイル
ご利用で

ダイヤモンド
会員なら

通常のお買い物で

楽天モバイルご利用で

楽天カードご利用で ＋2倍

ポイント

＋1倍
ポイント

1倍ポイント

＋1倍
ポイント

＋1倍
ポイント

楽天グループサービスとの連携強化❶

6/1先行スタート！

さらに

※ポイント獲得上限あり



※内容は変更になる場合があります ※一部条件があります

月額プラン 418円

楽天マガジン

無料期間以降も毎月30%相当ポイント還元

（税込）

31日無料

ベーシックパス 月額990円

3カ月無料

NBA Rakuten

無料期間以降も毎月44%OFF ! 990円→ 550円
（税込）

（税込）

スタンダードプラン 30日間980円

90日無料

Rakuten Music

無料期間以降も毎月20%OFF ! 980円→780円
（税込）

（税込）

楽天グループサービスとの連携強化❷

月額プラン 702円

3カ月無料
無料期間以降も毎月50%相当ポイント還元

パ・リーグSpecial
（税込）



メールがもっと、あんしん、便利に。

無料

公式メールサービス

2022年7月 1日 よりスタート予定（金）

メールアドレス持ち運び：2022年8月提供



楽天ドメインのメールが使える 会員情報の登録にも使える

ネットショッピングの会員登録時などの
各種メールアドレス設定に利用可能

GmailやYahoo!メールなどの
メールアドレスともメールの送受信が可能

公式メールサービス
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MVNO及び法人向けサービスの開始を準備中

法人向けサービスMVNOサービス

• 2022年10月開始

• 楽天グループ
既存クライアント数：40万

他パートナー様

MVNO提供事業者

2022年3月～

他パートナー様

他パートナー様

他パート
ナー様

MVNO 
ユーザー



法人専用
特別サービスプラン

法人専用

国内通話0円

国際通話

アプリ同士なら
日本から海外にかけても

海外から日本にかけても

0円

法人サービス 2022年10月に開始予定
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楽天シンフォニー6
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2019 2020 2022

楽天シンフォニーは、グローバルな通信業界に革
命を起こすべく、様々な事業会社の完全子会社化
及びテクノロジー取得を通じて事業基盤を拡大し
てきました。

楽天シンフォニーのマイルストーン

50 名 1,300名 3,500 名 (90% R&D)

事業所

従業員

• 楽天モバイル、完全仮想化ネッ
トワークの実証に成功！

• E2Eネットワーク計画の最終決定

• Innoeye社の買収とOSS機能の獲得

• 商用ネットワークの事業開始

• 2022年時点において、さらなる事業買収を行
い、さらなる能力を獲得

• SymWareとSymWorldの事業開始

• 世界的な取引に成功: 1&1, AT&T, …
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楽天シンフォニーの各ドメインにおける可能性

クラウド＆インフラ ネットワーク機能 インテリジェント
オペレーション

デジタル
エクスペリエンス

インターネット＆
エコシステム
サービス

201
億ドル
2025 TAM

623
億ドル
2025 TAM

297
億ドル
2025 TAM

89
億ドル
2025 TAM

1000億
ドル以上

2025 TAM

獲得可能な最大市場規模（TAM）は、
2025年に1,200億ドル以上を見込む

* 自社調べ
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海外及びコンテンツ事業7
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海外及びコンテンツ事業の成長

2021年3月31日時点と2022年3月31日時点のユーザー数の比較
*1 2022年3月31日時点の登録ユーザー数およびAVOD（Advertising Video On Demand）未登録ユーザー数の合計
*2 楽天リワードの2021年第一四半期のGMSと2022年第一四半期のGMSの比較

Q1/22 vs Q1/21

総登録者数総登録者数総登録者数*1

52.6百万人

+82.5% YoY

56.2百万人

+38.9% YoY

57.2百万人

+8.1% YoY

GMS*2

Rakuten Rewards

2,491百万米ドル
+10.9％ YoY

総登録者数

13.6億人

+7.5% YoY
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グローバルな組織とロゴ認知度の向上

従業員
出身国・地域 70以上

2010年〜
社内公用語

英語化

* 当社調べ 楽天ロゴ助成想起認知度調査（2022年1月）

認知度*

台湾 スペインアメリカ

フランス カナダ

83.7% 70.1% 80.8%

84.1% 66.1%
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2030年に向けて
未来を信じて、挑戦はつづく
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本資料に記載された意見や予測などは資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではありません。
様々な要因の変化により、実際の業績や結果とは大きく異なる可能性があることをご了承ください。文中に記載の会社名、製品
名は各社の登録商標または商標です。


